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大正 15 年（1926）３月頃 史料冒頭部 

昭和２年（1927）８月頃 最も状態が良い時期 

昭和 16 年（1941）４月 

昭和 17 年（1942）４月 

昭和 19 年（1944）３月頃 

この頃から急に紙の質が落ち、インクが薄くなる 

昭和 19 年（1944）12 月 東南海地震 

『大正十五年以后議事録』 
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一 

戦
争
下
に
起
き
た
大
震
災 

  
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
十
二
月
七
日
午
後
一
時
三
十
六
分
、
海
洋
プ
レ
ー
ト

の
沈
み
込
み
に
伴
い
発
生
す
る
、「
低
角
逆
断
層
地
震
」
と
呼
ば
れ
る
タ
イ
プ
の
地
震

（
関
東
大
震
災
と
同
様
）
が
発
生
し
ま
し
た
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
Mj
）
は
七
．
九
。

震
源
（
破
壊
開
始
点
）
は
、
紀
伊
半
島
南
端
に
近
い
和
歌
山
県
新
宮
市
付
近
で
し
た

が
、
断
層
の
破
壊
は
北
東
に
進
み
、
東
は
浜
名
湖
付
近
ま
で
達
し
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
（1

）
。 

 

こ
の
震
災
を
「
一
九
四
四
年
東
南
海
地
震
」
な
ど
と
呼
び
ま
す
。 

 

一
九
四
四
年
東
南
海
地
震
の
三
十
七
日
後
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
一
月
十

三
日
午
後
三
時
三
十
八
分
に
、
内
陸
直
下
の
逆
断
層
型
地
震
（
Mj
六
．
八
）
が
発
生

し
、
こ
ち
ら
は
三
河
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
た
め
、「
一
九
四
五
年
三
河
地
震
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
（2

）
。 

 

一
九
四
五
年
三
河
地
震
は
、
一
九
四
四
年
東
南
海
地
震
に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
た
「
広

義
の
余
震
」（
本
震
の
断
層
と
は
直
接
関
係
し
な
い
が
、
本
震
の
発
生
が
影
響
し
て
生

じ
た
と
考
え
ら
れ
る
、
断
層
の
周
辺
に
発
生
す
る
地
震
）
と
考
え
ら
れ
て
い
て
（3

）
、

両
者
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
こ
と
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
本
書
で
は
史
料
の
制

約
も
あ
り
、
三
河
地
震
ま
で
は
扱
え
ま
せ
ん
の
で
、「
一
九
四
四
年
東
南
海
地
震
」
と

の
み
呼
び
ま
す
。 

一
九
四
四
年
東
南
海
地
震
は
、
戦
争
の
さ
な
か
に
起
き
た
地
震
だ
っ
た
た
め
、
地

震
の
発
生
そ
の
も
の
が
秘
密
扱
い
で
し
た
（4

）
。 

 

そ
の
よ
う
な
状
況
の
た
め
、
一
九
四
四
年
東
南
海
地
震
は
情
報
が
少
な
い
の
で
す

が
（
地
震
の
名
前
が
「
東
南
海
地
震
」
に
な
っ
た
理
由
で
さ
え
諸
説
あ
り
ま
す
）、
死

者
は
一
二
三
〇
人
（
一
二
二
三
人
）
、
全
壊
家
屋
は
二
万
六
一
三
〇
に
達
し
た
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
（5

）
。 

 

愛
知
・
三
重
・
静
岡
の
被
害
が
特
に
大
き
く
、
静
岡
県
で
は
二
九
五
人
が
亡
く
な

り
、
住
家
全
壊
も
一
〇
〇
〇
戸
を
超
え
た
と
い
い
ま
す
。
静
岡
県
の
家
屋
被
害
率
（
全

壊
戸
数
に
半
壊
戸
数
の
半
分
を
加
え
、
総
戸
数
で
割
っ
た
値
の
百
分
率
）
の
三
．
一
％

が
最
大
で
す
（6

）
。
静
岡
県
内
で
は
、
太
田
川
と
菊
川
の
中
下
流
域
の
揺
れ
が
大
き
く
、

太
田
川
流
域
で
は
、
袋
井
市
、
磐
田
市
で
震
度
七
。
特
に
被
害
が
大
き
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
（7

）
。 

 

地
域
ご
と
に
被
害
の
性
格
は
異
な
り
、
愛
知
県
で
は
工
場
建
物
の
倒
壊
に
よ
る
被

害
が
大
き
く
、
静
岡
県
で
は
、
軟
弱
地
盤
上
の
集
落
に
家
屋
倒
壊
が
集
中
し
、
多
く

の
方
が
亡
く
な
っ
た
、
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
（8

）
。
遠
州
地
域
の
軍
需
工
場
の
被
害
に

つ
い
て
調
べ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
（9

）
。 

 

一
九
四
四
年
東
南
海
地
震
に
つ
い
て
は
、
体
験
者
の
証
言
を
集
め
る
活
動
が
熱
心

に
行
わ
れ
、
そ
の
証
言
を
基
に
震
災
当
時
の
こ
と
を
調
査
す
る
手
法
も
多
く
と
ら
れ

て
い
ま
す
（1

0

）
。 

 

そ
う
し
た
調
査
や
証
言
収
集
は
重
要
で
す
が
、
時
間
が
長
く
経
っ
て
い
る
た
め
に
、

記
憶
が
曖
昧
に
な
っ
て
し
ま
う
部
分
が
あ
り
ま
す
し
、
ま
た
、
そ
の
調
査
対
象
は
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
災
害
被
害
の
実
態
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
は

や
む
を
得
な
い
こ
と
で
す
が
、
後
年
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
証
言

は
、
震
災
当
時
子
供
だ
っ
た
方
が
体
験
し
た
震
災
被
害
の
情
報
に
集
中
し
て
し
ま
い

ま
す
。 

 

更
に
、
証
言
を
集
め
る
上
で
、
体
験
者
の
高
齢
化
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
急
ぎ
証
言
の
収
集
を
す
る
必
要
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
い
ず
れ
、

証
言
の
収
集
は
不
可
能
に
な
る
で
し
ょ
う
。 

 

一
方
で
、
文
献
資
料
の
収
集
・
分
析
は
、
近
年
で
は
少
々
低
調
な
よ
う
に
見
え
ま

す
。
体
験
者
の
証
言
記
録
は
貴
重
で
、
収
集
の
必
要
性
が
高
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、

右
に
述
べ
た
通
り
、
証
言
に
は
、
資
料
の
性
格
上
や
む
を
得
な
い
偏
り
が
あ
り
ま
す
。

震
災
直
後
に
書
か
れ
た
史
料
（
ま
さ
に
震
災
被
害
と
向
き
合
っ
て
い
た
当
時
の
史
料
）

の
分
析
を
行
う
こ
と
で
、
証
言
記
録
の
偏
り
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
、
重
層
的

な
情
報
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
文
献
資
料
は
、
証
言
資
料
の
価
値
を
高
め
る

も
の
で
す
。 
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だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
は
、
古
典
的
な
、
文
献
史
学
的
な
方
法
も
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。
史
料
を
丹
念
に
読
み
、
情
報
を
拾
っ
て
い
く
、
と
い
う
、
昔
な
が
ら
で
地

道
な
作
業
が
、
こ
れ
か
ら
は
む
し
ろ
重
要
性
を
増
し
て
い
き
ま
す
。 

―
―

私
は
考
古
学
に
は
明
る
く
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
触
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
考

古
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
も
、
も
ち
ろ
ん
災
害
史
に
は
有
効
で
す
。
と
は
い
え
、
一
九

四
四
年
東
南
海
地
震
だ
と
、
考
古
学
で
扱
う
に
は
、
少
し
時
代
が
近
す
ぎ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
復
興
で
痕
跡
は
大
分
消
え
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
し
。 

 

さ
て
、
話
を
文
献
史
学
に
戻
し
ま
す
。
全
国
的
に
史
料
の
残
存
状
況
を
調
べ
て
み

る
と
、
史
料
と
し
て
は
、
復
興
関
係
の
も
の
が
関
係
地
域
に
比
較
的
残
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。
三
重
県
の
復
興
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
詳
し
い
研
究
が
あ
り
ま
す
。 

 

三
重
県
で
は
、
県
知
事
が
本
部
長
と
な
っ
て
復
興
活
動
が
開
始
さ
れ
、
本
部
に
は

総
務
・
資
材
・
経
済
・
勤
労
・
土
木
部
の
五
部
が
設
け
ら
れ
、
各
地
方
事
務
所
に
支
部

が
置
か
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
復
興
体
制
は
、
県
だ
け
で
な
く
、
三
重
県
内
被
災
地

の
町
村
に
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
（1

1
）
。 

 

倒
潰
家
屋
や
流
失
家
屋
の
復
興
が
大
き
な
問
題
で
、
仮
設
住
宅
の
建
築
が
大
き
な

課
題
だ
っ
た
よ
う
で
す
（1

2

）
。 

 

被
災
地
に
は
、
三
重
県
内
を
は
じ
め
、
各
地
か
ら
、
蒲
団
や
衣
類
な
ど
の
寄
贈
や

義
捐
金
な
ど
も
多
く
も
た
ら
さ
れ
て
お
り
、
県
市
長
会
・
県
町
村
長
会
・
翼
賛
会
県

支
部
の
ほ
か
、
伊
勢
新
聞
社
が
主
催
者
と
な
っ
て
、「
寄
贈
衣
類
」
の
募
集
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
更
に
、
こ
こ
に
持
永
三
重
県
知
事
・
県
会
議
長
が
加
わ
り
、
発
起
人
と
な
っ

て
、「
震
災
義
援
金
」
の
募
集
も
同
時
に
行
わ
れ
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
義
捐
金
が
集

ま
り
ま
し
た
（1

3

）
。 

 

見
た
と
こ
ろ
、
被
災
地
全
体
に
関
す
る
総
合
的
な
研
究
は
ま
だ
で
き
て
い
な
い
よ

う
で
、
復
興
の
体
制
や
過
程
に
つ
い
て
は
、
被
災
地
そ
れ
ぞ
れ
の
史
料
か
ら
読
み
取

っ
て
い
く
し
か
な
い
よ
う
で
す
。
今
は
ま
だ
、
各
地
で
史
料
を
集
め
、
整
備
し
、
情
報

を
読
み
取
る
段
階
で
す
。 

 

二 

袋
井
町
の
被
害―

―

『
袋
井
町
震
災
誌
』
よ
り 

  

一
九
四
四
年
東
南
海
地
震
の
、
袋
井
に
お
け
る
被
害
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
十
一

年
（
一
九
四
六
）
秋
に
書
か
れ
（
編
纂
が
始
ま
り
？
）、
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）

十
二
月
一
日
に
校
正
さ
れ
た
と
い
う
、『
袋
井
町
震
災
誌
』
と
い
う
史
料
が
あ
り
ま
す
。 

 

袋
井
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
袋
井
市
史 

史
料
編
四 

近
代
現
代
』（
袋
井
市
、
一

九
八
三
年
）
一
三
四
号
と
し
て
翻
刻
さ
れ
て
い
ま
す
（
二
五
九―

二
七
八
頁
）。 

 

袋
井
市
総
務
部
防
災
課
（
当
時
）
編
集
発
行
『
袋
井
市
防
災
史
』（
二
〇
一
〇
年
）

の
口
絵
に
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
、
私
は
こ
の
史
料
の
実
物
を
見

た
こ
と
が
な
く
（
と
い
う
よ
り
、
聞
い
て
回
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
史
料
実
物
を
見

た
と
い
う
人
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
）、
現
在
ど
こ
に
あ
る
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
状
態

で
す
。 

 

史
料
原
本
が
見
つ
か
れ
ば
、
ま
た
改
め
て
皆
様
に
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

今
回
は
と
り
あ
え
ず
、『
袋
井
市
史 

史
料
編
四 

近
代
現
代
』
か
ら
、『
袋
井
町
震

災
誌
』
を
参
照
し
つ
つ
、
袋
井
町
の
被
害
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

な
お
、『
袋
井
市
防
災
史
』
の
写
真
を
見
る
限
り
、『
袋
井
町
震
災
誌
』
は
、
当
時
、

綴
じ
紐
な
ど
取
ら
れ
、
解
体
さ
れ
た
状
態
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
十
二
月
七
日
は
晴
れ
て
い
て
、
風
も
な
く
穏
や
か
な

日
だ
っ
た
よ
う
で
す
（『
袋
井
市
史 

史
料
編
四 

近
代
現
代
』
二
六
四
頁
／
以
下
こ

の
節
は
主
に
『
袋
井
町
震
災
誌
』
の
み
に
よ
っ
て
記
述
す
る
の
で
、
史
料
の
引
用
箇

所
以
外
で
『
袋
井
町
震
災
誌
』
を
参
照
し
た
場
合
は
『
袋
井
市
史 

史
料
編
四 

近

代
現
代
』
の
ペ
ー
ジ
の
み
記
す
）。 

 
十
三
時
四
十
分
頃
に
震
災
が
あ
り
、
袋
井
、
川
井
方
面
の
家
屋
は
ほ
と
ん
ど
全
潰
。

原
谷
川
堤
防
な
ど
は
一
尺
余
の
幅
で
数
間
に
及
ぶ
地
割
れ
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

西
国
民
学
校
、
登
記
所
、
保
育
園
な
ど
も
全
潰
し
ま
し
た
が
、
中
で
も
被
害
激
甚
だ

っ
た
の
は
西
国
民
学
校
と
保
育
園
で
、
多
く
の
子
供
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
（
二
六

四
頁
）。 
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袋
井
町
の
被
害
を
見
て
み
る
と
、
全
潰
家
屋
は
、
住
宅
五
七
五
戸
、
非
住
宅
四
二

二
戸
、
計
九
九
七
戸
。
半
潰
家
屋
は
、
住
宅
一
四
二
戸
、
非
住
宅
一
五
三
戸
の
計
二
九

五
戸
。
死
者
は
男
性
二
二
人
、
女
性
四
三
人
、
計
六
五
人
。
負
傷
者
は
一
〇
一
人
で
し

た
（
二
六
六―

二
六
七
頁
）
。 

 

よ
り
細
か
い
被
害
は
、『
袋
井
市
史 

史
料
編
四 

近
代
現
代
』
二
七
二―

二
七
三

頁
に
表
が
載
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
御
参
照
く
だ
さ
い
。 

 

近
隣
の
被
害
も
書
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
左
に
、
少
し
文
字
組
を
改
め
て
記
し
ま

す
（
二
七
二
頁
）
。 

 

上
浅
羽
村 

全
潰
二
二
〇
戸 
死
者
八
名 

負
傷
者 

五
名 

久

努

村 

全
潰
二
二
〇
戸 

死
者
六
名 

負
傷
者
一
八
名 

久
努
西
村 

全
潰
一
九
七
戸 

死
者
七
名 

負
傷
者 

三
名 

田

原

村 

全
潰
一
八
八
戸 

死
者
三
名 
負
傷
者 

三
名 

今

井

村 

全
潰
三
〇
七
戸 

死
者
九
名 

負
傷
者
一
四
名 

  

発
災
時
、
Ｂ
29
の
空
襲
警
報
が
鳴
り
響
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
（
二
六
五

頁
）
、
被
災
者
が
ま
ず
直
面
し
た
の
は
食
料
と
水
の
問
題
で
し
た
。
左
に
引
用
す
る
の

は
十
二
月
七
日
の
記
事
で
す
。 

 

し
か
も
午
後
八
時
九
時
に
至
る
も
殆
ど
一
粒
の
食
も
口
に
す
る
与
は
ず
、
右
往

左
往
し
、
犠
牲
者
を
出
せ
る
家
庭
の
如
き
は
死
者
を
臥
さ
す
る
夜
具
さ
へ
出
す

あ
た
は
ず
実
に
惨
憺
た
る
光
景
で
あ
っ
た
。 

九
時
半
頃
、
被
害
僅
少
な
る
駅
付
近
、
豊
沢
、
愛
野
方
面
よ
り
救
助
の
握
飯
到

着
す
れ
ど
も
、
こ
れ
を
配
付
せ
ん
と
す
れ
ど
も
家
屋
全
潰
の
為
、
各
隣
組
長
も

家
族
と
共
に
避
難
し
、
或
は
半
全
潰
の
自
宅
の
住
宅
に
住
居
す
れ
ど
も
暗
夜
危

険
に
し
て
入
る
あ
た
は
ず
、
其
の
困
難
名
状
す
べ
か
ら
ず
、
漸
く
配
付
を
終
り

し
頃
は
夜
半
十
二
時
に
近
く
、
翌
朝
に
至
り
中
に
は
其
の
夜
は
食
事
も
な
さ
ず

空
腹
の
ま
ま
半
潰
の
家
屋
に
筵
を
張
り
て
風
を
防
ぎ
、
寒
さ
と
空
腹
と
戦
ひ

つ
ゝ
一
夜
を
過
せ
し
者
も
あ
る
な
ど
実
に
気
の
毒
至
極
な
り
。（1

4

） 

  

十
二
月
七
日
、
震
災
が
起
き
た
日
の
午
後
九
時
半
頃
、
比
較
的
被
害
が
少
な
か
っ

た
駅
付
近
、
豊
沢
、
愛
野
方
面
か
ら
、
救
助
の
た
め
の
握
り
飯
が
や
っ
て
き
た
と
い

い
ま
す
が
、
家
屋
が
潰
れ
て
い
た
た
め
配
付
は
困
難
を
極
め
、
深
夜
十
二
時
頃
に
漸

く
配
付
が
完
了
し
た
と
い
い
ま
す
。 

 

そ
の
よ
う
な
中
で
、
被
災
地
は
翌
朝
を
迎
え
ま
し
た
。
十
二
月
八
日
は
、
日
本
の

対
米
英
宣
戦
布
告
、
す
な
わ
ち
、
詔
書
が
出
さ
れ
た
日
で
し
た
。 

 

明
く
れ
ば
十
二
月
八
日
大
詔
奉
戴
日
な
り
。
普
通
な
れ
ば
晨
起
、
神
社
に
参
拝
、

出
征
軍
人
の
武
運
長
久
祈
願
を
な
す
な
ら
わ
し
な
れ
ど
も
、
神
社
も
全
潰
し
て

参
拝
す
る
あ
た
わ
ず
。 

太
陽
は
昨
日
と
少
し
も
異
な
ら
ざ
れ
ど
、
今
朝
の
我
が
家
の
状
況
は
如
何
、
洗

面
せ
ん
と
す
れ
ど
、
井
戸
は
家
屋
全
潰
の
下
敷
と
な
り
、
吸
ま
ん
と
す
れ
ど
吸

む
あ
た
は
ず
、
人
々
は
忙
然
と
全
潰
の
我
が
家
を
見
ま
も
る
の
み
、
整
理
せ
ん

と
し
て
整
理
の
手
を
付
け
る
処
な
く
、
朝
食
も
、
好
意
の
握
飯
の
来
る
を
待
つ

の
み
。（1

5

） 

  

復
興
に
関
し
て
は
、
十
二
月
八
日
に
は
、
町
長
豊
田
儀
三
郎
を
委
員
長
と
す
る
復

興
委
員
会
を
設
け
、
同
日
午
後
一
時
か
ら
毎
日
会
合
し
て
復
興
計
画
を
立
て
、
昭
和

二
十
年
（
一
九
四
五
）
一
月
か
ら
、
期
日
を
定
め
、
復
興
に
尽
力
し
た
と
い
い
ま
す

（
二
七
〇
頁
）。 

 

委
員
を
見
る
と
、
町
会
議
員
ら
の
ほ
か
、「
翼
壮
団
長 

戸
倉
惣
兵
衛
」（
袋
井
市

史
は
「
翼
壮
」
の
二
字
が
読
め
ず
空
欄
に
し
て
い
ま
す
が
、『
袋
井
市
防
災
史
』
の
写

真
か
ら
杉
山
が
読
み
ま
し
た
）、「
医
師
会
長 

田
代
綱
一
」、
「
婦
人
会
長 

太
田
は

る
」
な
ど
の
名
前
も
見
え
ま
す
（
二
七
一
頁
）。 

〔
能
〕 
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義
捐
金
は
、
総
額
八
万
九
千
九
百
九
十
円
四
十
二
銭
が
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
内

訳
は
左
の
通
り
で
す
（
二
七
一
頁
）。 

 
五
九
七
四
円
四
二
銭 

各
町
内
会
義
捐
金 

三
一
〇
八
円
〇
〇
銭 

町
内
各
報
徳
社
義
捐
金 

三
九
〇
〇
〇
円
〇
〇
銭 

町
内
会
社
、
工
場
特
志
義
捐
金 

一
四
六
一
〇
円
〇
〇
銭 

町
内
一
般
有
志
義
捐
金 

六
〇
五
〇
円
〇
〇
銭 

町
内
外
地
者
特
志
義
捐
金 

三
六
八
円
〇
〇
銭 
町
内
出
征
軍
人
よ
り
の
義
捐
金 

三
三
四
六
円
〇
〇
銭 

県
下
各
地
よ
り
の
義
捐
金 

一
四
七
一
〇
円
〇
〇
銭 

県
外
各
地
よ
り
の
義
捐
金 

二
八
三
三
円
〇
〇
銭 

各
工
作
隊
義
捐
金 

  

こ
の
義
捐
金
は
、
報
道
が
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
集
ま
っ
た
と
言
い
ま
す
。 

 

袋
井
町
大
震
災
は
大
東
亜
戦
争
の
末
期
に
て
戦
は
極
め
て
我
国
に
不
利
な
る
時

機
な
り
し
を
以
て
、
新
聞
及
ラ
ジ
オ
は
之
を
少
し
も
報
道
せ
ず
、
他
府
県
に
於

て
は
殆
ど
知
ら
れ
ざ
り
し
も
、
本
県
を
始
め
袋
井
町
各
町
内
会
其
他
各
地
よ
り

義
捐
金
を
受
け
、
各
罹
災
者
に
分
配
す
。（1

6

） 

  

そ
の
後
ろ
に
、「
報
道
は
あ
っ
た
が
人
々
が
戦
争
の
慌
し
さ
の
中
で
ま
た
翌
日
が
大

詔
奉
戴
日
で
あ
っ
た
た
め
記
憶
に
と
ど
め
え
な
か
っ
た
」（1

7

）

と
い
う
袋
井
市
史
編
纂

者
の
注
記
が
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
震
災
の
と
き
に
は
、
各
地
か
ら
応
援
団
が
や
っ
て
き
た
よ
う
で
、
三
島
や
、

静
岡
、
志
太
、
安
倍
各
郡
か
ら
警
防
団
、
青
年
団
、
各
町
内
会
、
部
落
会
員
が
、
役
員

の
指
揮
の
も
と
続
々
と
応
援
の
た
め
に
や
っ
て
き
た
と
言
い
ま
す
（
二
六
六
頁
）。 

 

ま
た
、「
袋
井
町
は
応
援
者
と
見
舞
客
と
、
軍
隊
と
に
て
雑
踏
を
極
め
、
恰
も
戦
場

の
如
き
光
景
を
呈
す
る
に
至
れ
り
」（1

8

）
、
少
し
後
ろ
の
「
各
地
よ
り
の
救
援
隊
状
況
」

と
い
う
項
に
「
尚
ほ
軍
隊
の
来
援
あ
り
し
こ
と
を
感
謝
す
」（1

9

）

と
あ
る
こ
と
か
ら
、

軍
隊
か
ら
も
救
援
が
来
て
い
た
よ
う
で
す
。 

 

震
災
三
日
目
に
は
三
島
市
と
熱
海
市
、
付
近
警
防
団
が
、
か
つ
て
伊
豆
地
方
の
震

災
（
昭
和
五
年
〈
一
九
三
〇
〉
十
一
月
二
十
六
日
の
北
伊
豆
地
震
な
ら
ん
）
の
と
き
に

救
助
し
て
も
ら
っ
た
お
礼
だ
、
と
来
援
し
た
と
言
い
ま
す
（
二
六
七―

二
六
八
頁
）。 

 

そ
の
他
、
磐
田
町
、
掛
川
町
、
金
谷
町
の
各
種
団
体
が
来
援
し
、
特
に
志
太
郡
下
各

町
村
か
ら
来
援
が
あ
り
、
全
潰
家
屋
の
片
付
け
に
尽
力
し
ま
し
た
（
二
六
八
頁
）。 

 

袋
井
町
内
で
も
被
害
の
少
な
か
っ
た
高
尾
、
石
野
、
豊
沢
方
面
が
食
料
炊
き
だ
し

な
ど
の
拠
点
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
（
二
六
八
頁
）。 

 

袋
井
町
在
住
の
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
薬
種
商
、
産
婆
、
看
護
婦
な
ど
も
袋

井
町
役
場
に
集
合
し
、
救
護
に
従
事
（
二
六
八
頁
）。
婦
人
会
、
男
女
青
年
団
が
震
災

家
屋
の
整
理
と
応
急
処
置
の
握
り
飯
の
配
給
な
ど
を
行
っ
た
と
の
こ
と
で
す
（
二
六

九
頁
）。 

 

震
災
後
に
復
興
の
た
め
に
や
っ
て
き
た
大
工
、
左
官
業
か
ら
成
る
工
作
隊
は
、
見

る
と
、
県
外
か
ら
は
栃
木
、
秋
田
、
埼
玉
、
山
形
、
茨
城
か
ら
来
て
い
て
、
県
内
か
ら

は
、
金
谷
、
三
島
、
見
付
、
島
田
、
熱
海
、
掛
家
、
水
窪
か
ら
来
て
い
ま
し
た
（
二
七

〇
頁
）。 

 

袋
井
で
活
動
し
た
工
作
隊
の
中
に
は
、
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
な
が
ら
袋
井
工
作
隊
も

い
て
（
二
七
〇
頁
）、
袋
井
か
ら
も
外
に
応
援
団
が
行
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
一

九
四
四
年
東
南
海
地
震
に
お
い
て
は
、
各
地
か
ら
の
応
援
が
地
域
に
か
け
つ
け
て
く

れ
た
よ
う
で
す
。 

 
各
地
か
ら
の
応
援
団
は
、
一
九
四
四
年
東
南
海
地
震
の
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
言

え
そ
う
で
す
。 

 

こ
の
他
、
震
災
に
際
し
て
補
助
金
も
出
て
い
た
よ
う
で
す
（2

0

）
。 

 

三 

上
浅
羽
村
の
被
害
と
復
興 
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一
九
四
四
年
東
南
海
地
震
に
つ
い
て
は
、
上
浅
羽
村
に
い
く
ら
か
ま
と
ま
っ
た
史

料
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

上
浅
羽
村
の
近
代
史
料
に
は
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
か
ら
昭
和
十
九
年
（
一
九

四
四
）
ま
で
の
、
浅
羽
常
設
委
員
の
協
議
会
議
事
録
が
七
冊
残
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
内
の
七
冊
目
、『
大
正
十
五
年
以
后 

議
事
録
』
に
は
、
大
正
十
五
年
（
一
九

二
六
）
か
ら
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
末
ま
で
の
記
事
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
一
九

四
四
年
東
南
海
地
震
の
記
事
も
ぎ
り
ぎ
り
入
っ
て
い
ま
す
。 

 

浅
羽
常
設
委
員
は
、
上
浅
羽
村
の
中
で
も
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
合
併

し
て
上
浅
羽
村
と
な
る
前
の
浅
羽
村―

―

江
戸
時
代
の
馬
場
村
・
柴
村
・
末
永
村
・

弥
太
井
村―

―

の
範
囲
の
、
自
治
会
連
合
会
の
よ
う
な
も
の
の
よ
う
で
す
。 

 

『
大
正
十
五
年
以
后
議
事
録
』
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
十
二
月
七
日
条
を
見
て

み
ま
し
ょ
う
【
写
真
１
】。 

 

十
二
月
七
日
、
未
曾
有
ノ
震
災
に
て
、
浅
羽
ニ
テ
倒
潰
家
屋
四
十
四
戸
ニ
及
ふ
。

応
援
団
ノ
五
十
名
沼
津
ヨ
リ
来
援
ス
。
此
の
準
備
ノ
為
班
長
会
々
催
ス
。（2

1

） 

 

十
二
月
七
日
に
未
曾
有
の
震
災
が
起
き
、
浅
羽
で
は
倒
れ
潰
れ
た
家
屋
が
四
十
四

戸
に
及
ん
だ
。
応
援
団
の
五
十
名
が
沼
津
か
ら
助
け
に
来
た
。
こ
の
準
備
の
た
め
に

班
長
会
を
開
催
し
た
、
と
の
こ
と
で
す
。 

 

こ
の
記
事
に
続
く
十
二
月
十
七
日
条
、
十
二
月
二
十
三
日
条
（
議
事
録
な
の
で
、

そ
の
記
録
は
毎
日
書
か
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
も
、
震
災
復
興
に
関
わ
る
記

事
で
す
。 

 

十
二
月
十
七
日
、
班
長
会
々
催
ス
。
取
片
付
一
段
落
ト
ナ
リ
テ
、
復
興
協
議
委

員
協
議
員
五
名
、
河
村
勘
太
夫
・
前
島
藤
一
郎
・
榑
松
豊
平
・
鈴
木
伊
太
郎
・
鈴

木
良
平
代

ニ
選
任
ス
。 

十
二
月
廿
三
日
、（
中
略
） 

災
害
家
屋
ノ
禁
止
命
令
、
縄
莚
機
ノ
被
損
調
査
、
牛
味
拑
ノ
配
給
ス
。（2

2

） 

 
 

 

十
二
月
七
日
に
地
震
が
起
き
、
そ
の
片
付
け
が
一
段
落
し
た
十
七
日
に
、
復
興
協

議
委
員
会
五
名
を
選
任
。
そ
の
後
、
被
害
調
査
な
ど
の
活
動
を
し
た
よ
う
で
す
。 

 

文
字
が
薄
く
、
読
み
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。 

 

写
真
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
一
目
瞭
然
か
と
思
い
ま
す
が
、『
大
正
十
五
年
以
后
議

事
録
』
の
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
十
二
月
の
記
事
は
随
分
文
字
が
薄
い
で
す
。 

 

『
大
正
十
五
年
以
后
議
事
録
』
は
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
三
月
二
十
六
日
条
か

（
一
九
四
四
年
） 

〔
開
〕 

〔  

カ 
 

〕 

【
写
真
１
】『
大
正
十
五
年
以
后 

議
事
録
』
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
十
二
月
七
日
条 

〔
開
〕 
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ら
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
十
二
月
二
十
五
日
条
ま
で
、
十
八
年
間
の
記
事
を
収

録
し
て
い
て
、
厚
さ
も
三
九
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と
随
分
分
厚
い
で
す
。 

 
長
い
期
間
書
き
継
が
れ
て
お
り
、
時
は
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
期
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
、
時
期
に
よ
っ
て
、
紙
の
質
や
イ
ン
ク
の
濃
さ
が
違
い
ま
す
。 

 

基
本
的
に
は
段
々
紙
の
質
が
悪
く
な
り
、
イ
ン
ク
が
薄
く
な
っ
て
い
く
傾
向
に
あ

る
の
で
す
が
、
こ
れ
は
単
純
に
「
段
々
悪
く
、
段
々
薄
く
」
と
い
う
訳
で
は
な
く
、
多

少
上
下
が
あ
り
ま
す
。
本
書
八
四
〇
頁
に
い
く
つ
か
質
の
変
わ
り
目
の
見
開
き
写
真

を
載
せ
ま
し
た
。 

 

紙
の
質
、
イ
ン
ク
（
昭
和
二
年
当
時
は
墨
）
の
濃
さ
で
言
う
と
、
昭
和
二
年
（
一
九

二
六
）
の
半
ば
頃
が
最
も
良
質
で
す
。 

 

そ
れ
以
前
よ
り
も
紙
の
質
が
高
く
な
り
、
墨
も
濃
く
な
る
の
で
す
が
、
そ
の
後
、

年
度
の
変
わ
り
目
く
ら
い
か
ら
、
元
の
質
に
戻
り
ま
す
。 

 

全
体
的
に
は
、
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
四
月
頃
、
す
な
わ
ち
昭
和
十
六
年
度
頃

に
、
そ
れ
以
前
よ
り
も
明
白
に
少
し
紙
の
質
が
低
く
な
り
、
昭
和
十
七
年
（
一
九
四

二
）
四
月
頃
に
、
更
に
悪
化
し
ま
す
。 

 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
三
月
頃
に
、
紙
の
質
が
決
定
的
に
悪
く
な
り
、
イ
ン
ク

も
か
な
り
薄
く
な
り
ま
す
。 

 

戦
争
の
進
展
と
と
も
に
、
紙
や
イ
ン
ク
が
手
に
入
り
に
く
く
な
っ
て
い
っ
た
状
況

を
反
映
さ
せ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。 

 

そ
こ
に
震
災
が
来
て…
…

と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
（2

3

）
。 

 

一
九
四
四
年
東
南
海
地
震
の
後
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
以
降
の
議
事
録
は

残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
復
興
か
ら
敗
戦
ま
で
、
紙
や
イ
ン
ク
が
調
達
で
き
な
い
状
況
に

あ
っ
た
か
、
他
の
要
因
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
史
料
の
状
態
そ
の
も
の
が
情
報
と

な
り
得
る
事
例
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

 

で
は
、
上
浅
羽
村
に
お
け
る
一
九
四
四
年
東
南
海
地
震
の
復
興
の
様
子
も
見
て
み

ま
し
ょ
う
。
幸
か
不
幸
か
、
上
浅
羽
村
は
関
係
史
料
が
ま
と
ま
っ
て
残
っ
て
い
ま
す
。 

 

浅
羽
自
治
会
文
書
に
『
震
災
記
録
』
と
い
う
史
料
が
あ
り
ま
す
。 

 

表
紙
に
は
「
昭
和
拾
九
年
十
一
月
」
と
あ
り
ま
す
が
、
内
容
は
、「
木
材
」（
材
木
）

の
数
量
書
き
上
げ
が
は
じ
め
の
一
枚
に
書
か
れ
た
後
、
十
二
月
十
七
日
か
ら
の
復
興

活
動
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、「
十
二
月
」
の
誤
記
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
全

体
の
文
字
起
し
は
出
来
て
い
る
の
で
す
が
、
校
正
が
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
の
で
、

本
書
に
収
録
で
き
て
い
ま
せ
ん
。 

 

復
興
の
記
録
が
は
じ
ま
る
、
最
初
の
ペ
ー
ジ
を
左
に
引
用
し
ま
す
【
写
真
２
】。 

 

○
十
二
月
十
七
日 

 
 

当
番 

河
村 

伊
藤 

御
殿
場
農
学
校
ヨ
リ
援
農
隊
四
十
名 

八
、
九
、
十
、
十
一
番
組 

 

配
分
ス 

岩
田
村
在
郷
軍
人
会
員
二
十
名 

勤
労
作
業 

班
受 

二
番
組 

取
寄
ス
手
仕
事 

 

七
番
組 

電
キ
や
跡 

家
起
し
作
業 

田
代
と
も
方 

 

伊
藤
末
吉 

 

後
藤
吉
エ
門 

【写真２】『震災記録』（浅羽自治会文書 690） 
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○
十
二
月
十
八
日 

 
 

当
番 

 

河
村 

 

村
松 

御
殿
場
農
学
校 

 

援
農
隊 

 

四
十
九
名 

四
、
五
、
六
、
七
、
二 

 

番
組 

配
分
ス 

醤
油 

五
斗
六
升 

 

味
噌 

二
十
五
貫 

 

酒 

二
斗
三
升 

震
災
特
配
ア
リ 

午
後
分
配
ス 

弥
大
井 
鈴
木
市
太
郎 

石
川
善
一
郎 

方
ヲ
起
ス 

 

中
泉 

十
七
日 

 
石
川
新
作 

小
池
豊
吉
方 

家
起
し 

 
 

八
人 

牧
の
明
方 

（
後
略
）（2

4

） 

  

先
に
見
た
『
大
正
十
五
年
以
后 

議
事
録
』
に
は
、
沼
津
か
ら
応
援
団
五
十
名
が

来
援
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、『
震
災
記
録
』
に
は
、
御
殿
場
農
学
校
の

人
た
ち
が
、
浅
羽
に
助
け
に
来
て
く
れ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
岩
田
村
の
在
郷
軍
人
会
も
様
々
な
復
旧
作
業
、
片
付
け
な
ど
に
従
事
し
た

よ
う
で
す
。 

 

「
家
起
し
作
業
」
と
い
う
言
葉
が
『
震
災
記
録
』
に
は
度
々
登
場
し
ま
す
。 

 

令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
一
月
十
一
日
に
講
座
で
一
九
四
四
年
東
南
海
地
震
に
つ

い
て
取
り
上
げ
た
際
、
受
講
し
て
い
た
方
か
ら
、「
家
起
し
」
に
つ
い
て
情
報
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
方
は
山
梨
（
「
山
梨
」
は
袋
井
北
部
の
地
名
で
す
）
の
方
で
す
。 

 

こ
れ
は
、
私
の
子
供
の
こ
ろ
の
こ
と
で
、
実
際
に
見
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
地

震
で
、
立
派
な
二
階
建
て
の
家
は
、
一
階
が
潰
れ
ち
ゃ
っ
て
、
二
階
が
す
と
ー

ん
と
（
落
ち
て
し
ま
っ
た
）
。
二
階
が
落
ち
て
、
そ
の
ま
ま
そ
こ
に
住
め
る
よ
う

な
。
そ
う
で
な
い
家
は
、
将
棋
倒
し
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
こ
う
（
手
振
り
）、

こ
の
く
ら
い
（
手
振
り
）
傾
い
た
の
か
な
、
斜
め
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
そ
れ
を

ジ
ャ
ッ
キ
で
起
こ
し
て
。
そ
の
と
き
、
反
対
方
向
に
少
し
傾
い
て
い
る
よ
う
に

起
こ
す
ん
で
す
よ
。
で
、
し
ば
ら
く
す
る
と
、
ま
た
元
の
よ
う
に
倒
れ
る
ん
で
、

ま
た
ジ
ャ
ッ
キ
で
起
こ
し
て
。（2

5

） 

  

人
手
が
要
り
そ
う
な
作
業
で
す
。
完
全
に
一
階
部
分
が
潰
れ
た
家
で
は
な
く
、
将

棋
倒
し
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
斜
め
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
家
を
起
こ
す
作
業
と
の
こ

と
で
す
。
被
害
に
遭
っ
た
方
を
探
す
ほ
か
、
仮
の
住
ま
い
と
し
て
復
旧
す
る
意
味
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

少
し
先
に
進
み
、『
震
災
記
録
』
十
二
月
二
十
日
条
を
見
る
と
、
袋
井
駅
に
木
材
を

運
搬
し
た
記
事
が
あ
り
、
ま
た
、
家
屋
の
復
旧
も
始
ま
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

袋
井
駅
に
木
材
を
運
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
に
、
倒
れ
た
家
か
ら
ど
か
し
た
木

材
を
運
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。 

 

（
前
略
） 

十
二
月
二
十
日 

 

当
番 

 

鈴
木
□
太
郎
・
金
原
静
馬 

袋
井
駅
ニ
木
材
運
搬
。 

浅
羽
割
当
分
三
十
人 

第 

十
四
班 

 
 

四
人 

 
 
 
 

第 

十
五
班 

 
 

四
人 

〃 

十
三
班 

 
 

三
人 

 
 
 
 

〃 

十
二
班 

 
 

四
人 

〃
三
ノ
二 

 
 
 

一
人 

 
 
 
 

〃 
 

六
班 

 
 

三
人 

 

〃 
 

一
班 

 
 

二
人 

 
 
 
 

〃
三
ノ
一 

 
 
 

三
人 

 

〃 
 

五
班 

 

牛
車

一
台
（
二
人
） 

〃 
 

七
班 

 
 

三
人 

第
四
班

一
人 

家
屋
復
旧 

西
野
政
治 

 
 

仝 

村
松
恒
太
郎 

（
後
略
）（2

6

） 

  
一
方
で
、『
震
災
後
袋
井
ヨ
リ
材
木
運
搬
人
員
』（2

7

）

と
い
う
史
料
も
あ
り
、
こ
ち
ら

は
、
復
旧
の
た
め
の
木
材
運
搬
な
の
か
な
、
と
思
い
ま
す
。 

 

『
震
災
記
録
』
で
、
醤
油
、
味
噌
、
酒
が
配
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
他
に
も
色
々

と
配
給
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
例
え
ば
、
先
に
見
た
『
大
正
十
五
年
以
后 

議
事

録
』
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
十
二
月
二
十
三
日
条
に
は
、
何
を
配
給
し
た
の
か
が
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読
み
に
く
い
の
で
す
が
、「
牛
味
拑
ノ
配
給
ス
」
と
読
め
そ
う
な
文
字
列
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
が
何
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
何
か
を
配
給
し
て
い
ま
す
（
牛
肉
と
蜜
柑

で
し
ょ
う
か
？
）
。
ま
た
、『
袋
井
町
震
災
誌
』
で
も
、
そ
ち
ら
は
地
元
有
志
の
働
き
で

し
た
が
、
握
り
飯
が
配
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

こ
う
し
た
食
糧
の
煮
炊
き
の
た
め
で
し
ょ
う
か
、
翌
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）

三
月
三
十
一
日
に
、
「
震
災
復
旧
用
鍋
釜
」
が
配
給
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

庶
乙
第
二
六
号 

 
 
 

昭
和
二
十
年
三
月
三
十
一
日 

 

上
浅
羽
村
長
（
村
長
印
） 

 
 

浅
羽
部
落
会
長
殿 

 
 
 
 

震
災
復
旧
用
鍋
釜
配
給
ノ
件 

曩
ニ
震
災
ニ
依
リ
破
損
ノ
被
害
ヲ
受
ケ
タ
ル
モ
ノ
ニ
対
ス
ル
、
標
記
物
品
ノ
必

要
量
各
部
落
ノ
申
請
ニ
基
キ
手
配
中
ノ
処
、
今
般
配
給
有
之
タ
ル
ニ
付
、
前
申

請
量
ニ
比
例
シ
、
配
給
仕
リ
候
ニ
依
リ
、
四
月
七
日
迄
ニ
代
金
及
破
損
鍋
釜
（
瀬

戸
引
ノ
モ
ノ
ハ
不
可
）
引
換
ニ
役
場
ニ
テ
一
括
受
領
相
成
度
。
尚
釜
ニ
付
テ
ハ

後
日
残
数
量
ノ
配
給
ア
ル
筈
ニ
付
、
重
点
的
ニ
配
給
セ
ラ
レ
度
候
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

記 

 
 

品

名 

規

格 

数
量 

 

単

価 
 

金

額 
 
 

備
考 

 
 

標
準
釜 

二
八
糎  

 

八 

一
〇
…
二
二 

 

八
一
…
七
六 

『
八
』 

 
 

寸
胴
鍋 

二
〇 

 
 

八 
 

三
…
四
八 

 

二
七
…
八
四 

 
 

〃 
 
 

二
二 
 
 

九 
 

四
…
一
〇 

 

三
六
…
九
〇 

『
二
十
三
』 

 
 

〃 
 
 

二
四 

 
 

六 
 

三
…
五
七 

 

二
一
…
四
二 

 
 
 

計 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

… 
 
 

一
六
七
…
九
二 

  
 
 

外
ニ
各
部
落
金
壱
円
宛
、
運
賃
ト
シ
テ
御
負
担
願
度
候
。 

  

『
右
領
収
候
也
。 

 
 
 

四
月
六
日 

 
 
 
 
 

上
浅
羽
村
□
□
□
』（2

8

） 

  

四
月
二
十
六
日
に
は
風
呂
釜
の
配
給
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
食
糧
と
衛
生
が
、
や

は
り
最
重
要
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
二
つ
の
配
給
は
、
食
糧
の
配
給
に
次
い

で
早
い
時
期
の
配
給
で
す
。 

 

庶
乙
第
五
一
号 

昭
和
二
十
年
四
月
二
十
六
日 

上
浅
羽
村
役
場
（
上
浅
羽
村
役
場
印
） 

 

『
浅
羽
』
部
落
会
長
殿 

 
 
 
 

災
害
復
旧
用
風
呂
釜
配
給
ノ
件 

 
 

標
記
ノ
件
、
左
記
ノ
通
リ
配
給
ス
。
至
急
受
領
セ
ラ
レ
度
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

記 

 
 
 

臍
風
呂
釜
（
亜
鉛
板
製
） 

『
六
』
個 

 
 
 
 

価
格
、
一
個
ニ
付
金
拾
円
。
送
料
、
一
個
ニ
付
二
十
五
銭
。 

 
 
 
 
 

計
金
『
六
十
一
』
円
『
五
十
』
銭 

 
 

本
品
ハ
、
震
災
罹
災
者
ニ
シ
テ
、
最
モ
困
却
セ
ル
向
ニ
重
点
的
配
給
相
成
度
。

（2
9

） 

  

こ
の
史
料
は
、
袋
井
市
の
一
九
四
四
年
東
南
海
地
震
関
係
史
料
の
中
で
も
特
に
状

態
が
悪
い
史
料
で
、
最
早
崩
壊
寸
前
で
す
【
写
真
３
】。 

 

現
在
の
災
害
だ
と
、
全
国
か
ら
寄
附
金
が
寄
せ
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
歴
史
的
に
も
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
の
関
東
大
水
害
時
の
教
訓
を
参
考

に
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
の
桜
島
噴
火
、
東
北
凶
作
の
た
め
に
、
全
国
か
ら
義
捐

金
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
（3

0

）
。
浅
羽
か
ら
も
義
捐
金
を
送
っ
て
い
ま
す
（3

1

）
。 

 

一
九
四
四
年
東
南
海
地
震
は
、
戦
時
下
の
こ
と
ゆ
え
、
秘
密
に
さ
れ
た
震
災
で
し

た
。
で
す
が
、
災
害
復
興
の
救
助
が
、
県
外
か
ら
も
来
た
こ
と
が
『
袋
井
町
震
災
誌
』

（
一
九
四
五
） 

（
鉛
筆
） 

（
鉛
筆
） 

（
異
筆
） 

（
異
筆
） 

（
異
筆
） 

（
異
筆
） 

（
一
九
四
五
） 

） 

〔
分

配

り 

カ
〕 

〔×

五
〕 
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に
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

そ
う
は
言
っ
て
も
、
や
は
り
地
元
か
ら
の
救
助
が
最
も
大
き
か
っ
た
よ
う
で
す
。

上
浅
羽
村
に
届
け
ら
れ
た
震
災
見
舞
金
の
寄
附
者
を
見
る
と
、
そ
う
し
た
寄
附
は
同

じ
被
災
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。 

年
月
日
不
明
の
史
料
で
す
が
、
登
場
す
る
「
静
岡
鉄
道
株
式
会
社
」（
こ
の
名
称
に

な
っ
た
の
は
昭
和
十
八
年
〈
一
九
四
三
〉）
と
い
う
名
称
か
ら
、
一
九
四
四
年
東
南
海

地
震
の
と
き
の
も
の
と
分
か
り
ま
す
【
写
真
４
】
。 

 

震
災
見
舞
金
寄
附
者
芳
名
簿 

月 
 

日 
  

金 
 

額 
 

氏 
 
 
 
 

名 
 

備 
 
 
 
 

考 

一
二
、
二
三 

 

三
〇
〇
〇
〇 

森
口
淳
三 

〃 
 

二
六 

 

三
〇
〇
〇
〇 

静
岡
鉄
道
株
式
会
社 

〃 
 

〃 
 
 

一
五
〇
〇
〇 

大
政
翼
賛
会 

一 
 

六 
 
 

一
〇
〇
〇
〇 

赤
堀
絹
次
郎 

〃 
 

〃 
 
 
 

五
〇
〇
〇 

田
代
正
二
外
一
名 

二 
 

一
〇 

 
 

九
〇
〇
〇 

榑
松
鎤
一 

〃 
 

一
五 

 
 

一
八
〇
〇 

落
合
勝
治 

〃 
 

〃 
 
 
 

一
〇
〇
〇 

寺
田
武
次 

〃 
 

〃 
 
 
 

五
〇
〇
〇 

遠
江
特
定
郵
便
局
長
会 

上

浅

羽

郵

便

局 
 
 

 

 
 

計  
 
 

一
〇
六
八
〇
〇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

（3
2

） 

  

個
人
名
は
特
定
不
能
で
す
が
、
静
岡
鉄
道
株
式
会
社
、
大
政
翼
賛
会
（
言
い
方
が

難
し
い
で
す
が
、
大
政
翼
賛
会
の
地
方
支
部
は
地
域
密
着
の
組
織
で
す
）、
上
浅
羽
郵

便
局
か
ら
震
災
見
舞
寄
附
金
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
元
に
関
係
す
る
人
達
か
ら

寄
附
が
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
で
し
ょ
う
。 

上
浅
羽
村
内
で
の
寄
附
金
の
分
配
に
関
す
る
史
料
も
残
っ
て
い
ま
す
（3

3

）
。
こ
れ
ま

た
年
月
日
不
明
で
す
が
、
一
九
四
四
年
東
南
海
地
震
の
と
き
の
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
配
給
、
見
舞
金
（
寄
附
金
）
や
、
木
材
運
搬
な
ど
の
復
旧
作
業
が
い
つ
ま

で
続
い
た
の
か
は
、
史
料
が
満
足
に
残
っ
て
い
な
い
た
め
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
浅
羽
の
出
納
簿
を
見
る
と
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
十
一
月
末
ま
で
は
、

少
な
く
と
も
こ
う
し
た
活
動
が
続
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

【写真３】「庶乙第五一号 災害復旧用風

呂釜配給ノ件」（本書 296 号） 

【写真４】「震災見舞金寄附者芳名簿」 

（本書 311 号） 
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こ
の
史
料
の
み
、
文
字
組
の
都
合
上
、
二
字
下
げ
せ
ず
に
引
用
し
ま
す
。
前
後
一

行
ず
つ
空
い
た
分
が
引
用
文
で
す
。 

 

月
日 

 
摘 

 
 
 
 
 
 
 

要 
 
 
 

収
入
金
額 

 
 

支
払
金
額 

 
 
 

差
引
残
高 

（
中
略
） 

 
 
 

震
災
当
時
酒
配
給
の
不
足
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
八
．
三
〇
〇 

 

八
五
五
．
四
二 

（
中
略
） 

 
 
 

震

災

ニ

付

班

長

慰

労

宴 
 
 

金
原
屋
支
払 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
二
．
〇
〇
〇 

 

七
〇
七
．
五
〇 

（
中
略
） 

 
 
 

震
災
義
捐
金
ノ
残
額 

 
 
 
 
 

二
四
．
七
五
〇 

 
 
 
 
 
 
 

一
四
七
四
．
四
八 

（
中
略
） 

 
 
 

鍋
釜
送
料 

 
 
 

震

災

配

給 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
．
〇―

―
 

震
災
見
舞
セ
ト
モ
ノ
送
り
賃 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
．
〇
〇 

８
４ 

北
遠
ヨ
リ
震

災

見

舞

金

受

領 
 

役
場
ヨ
リ  

七
〇
三
．
〇
〇 

 

〃 

古
池
勝
巳
君
寄
附
受
領 

 

大
字
ヘ
震
災
見
舞
ト
シ
テ 
 
 

一
〇
〇
．
〇
〇 

 

〃 

震
災
見
舞
金
分
配 

 
 
 
 

全
潰
十
一
円
半
潰
五
円
五
十
銭 

 
 
 
 
 
 
 

七
〇
二
．
五
〇 

（
中
略
） 

 

〃 

震
災
見
舞
金
太
田
田
代
村
松
分 

 
 
 

全
潰
者
十
一
円
半
潰
者
五
円
五
十
銭
分
配 

 
 
 
 

一
六
．
五
〇 

（
中
略
） 

 

26 

震
災
用
材
木
整
理 

 
 
 
 

人

夫

賃 
 

役

場

ヨ

リ 
 
 

一
五
．
〇
〇 

（
後
略
）（3

4

） 

  

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
四
月
六
日
の
鍋
釜
な
ど
、
前
に
見
た
文
書
に
対
応
す

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
同
日
に
瀬
戸
物
も
見
舞
品
と
し
て
送
ら
れ
て
き
て
い
る
よ
う

で
す
。 

 

四 

浅
羽
一
色
、
仲
光
寺
の
場
合 

  

続
い
て
、
浅
羽
一
色
（
当
時
は
西
浅
羽
村
の
一
部
）
に
あ
っ
た
、
仲
光
寺
の
事
例
を

見
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

蔵
前
山
仲
光
寺
は
、
浅
羽
一
色
、
字
天

伯
下
に
あ
っ
た
曹
洞
宗
寺
院
（
竜
巣
院
の

末
寺
）
で
す
。
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七

九
）
頃
に
廃
寺
と
な
り
、
竜
巣
院
に
合
併

さ
れ
、
跡
地
に
は
公
会
堂
が
建
設
さ
れ
ま

し
た
（3

5

）
。 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
か
ら
昭
和

二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
に
か
け
て
の
『
仲

光
寺
震
災
復
興
工
事
費
用
』
と
い
う
史
料

【
写
真
５
】
は
、
仲
光
寺
の
復
興
の
過
程

を
伝
え
て
い
ま
す
（3

6

）
。 

（
朱
筆
） 

『
七
日
現
在 

 
 

 

引
一
三
一
八
．
一
〇

』 

（
一
九
四
五
年
二
月
十
日
） 

（
一
九
四
五
年
二
月
十
日
） 

（
一
九
四
五
年
三
月
二
十
六
日
） 

（
一
九
四
五
年
四
月
六
日
） 

（
一
九
四
五
年
四
月
六
日
） 

（
一
九
四
五
年
八
月
四
日
） 

（
一
九
四
五
年
八
月
四
日
） 

（
一
九
四
五
年
八
月
四
日
） 

（
一
九
四
五
年
八
月
八
日
） 

（
一
九
四
五
年
十
一
月
二
十
六
日
） 

【写真５】『仲光寺震災復興工事費用』（本書 325 号） 

左下に「ボオトー」〔カ〕拡大写真 
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『
仲
光
寺
震
災
復
興
工
事
費
用
』
一
葉
目
表
に
あ
る
「
ボ
オ
ト
ー
九
丁
」（
「
ボ
オ
ト

リ
」
＝
棒
取
か
）
が
何
か
が
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
材
料
の
購
入
や
人
件
費
、
復
興

作
業
に
従
事
し
た
人
員
の
変
遷
を
見
る
と
、
復
興
過
程
が
復
元
で
き
ま
す
。 

 

左
に
、
史
料
冒
頭
部
の
修
理
材
料
と
人
件
費
に
関
す
る
部
分
を
表
に
し
た
も
の
を

載
せ
ま
し
た
【
表
１
】
。 

 

こ
の
史
料
は
帳
簿
で
す
が
、
こ
の
表
を
見
る
と
、
家
起
し
か
ら
作
業
を
始
め
、
再

建→

屋
根
葺
と
い
う
順
序
で
作
業
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
復
興
（
再
建
）
の
順
序
は
言
う
ま
で
も
な
い
も
の
で
、
わ
ざ
わ
ざ
史
料

を
見
な
く
て
も
想
像
が
つ
く
も
の
で
す
が
、
そ
れ
ゆ
え
、
帳
簿
か
ら
作
業
手
順
を
復

元
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
ま
す
。 

 

今
回
の
場
合
は
も
の
珍
し
い
手
順
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
、

史
料
で
裏
付
け
で
き
る
こ
と
は
貴
重
で
す
か
ら
、
確
認
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 

次
ペ
ー
ジ
の
【
表
２
】
は
「
材
料
ノ
借
リ
分
」（
三
葉
目
表
）
と
い
う
箇
所
を
表
に

し
た
も
の
で
す
。 

 

「
借
リ
分
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

木
材
や
釘
を
借
り
る
と
も
思
え
な

い
の
で
、
お
金
を
借
り
て
、
そ
の
お

金
で
材
料
を
購
入
し
た
、
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

と
す
る
と
、
役
場
か
ら
の
お
金
が

割
と
多
く
あ
り
ま
す
が
、『
仲
光
寺

震
災
復
興
工
事
費
用
』
末
尾
に
「
五

月
廿
五
日
／
一
、
金
四
拾
円
也 

県

ヨ
リ
仮
建
築
補
助
／
七
月
十
六
日

／
一
、
金
弐
拾
円
也 

震
災
見
舞
／

県
ヨ
リ
」
と
あ
り
、
県
か
ら
も
補
助

金
が
出
て
い
た
よ
う
な
の
で
、
県
の

補
助
金
に
お
付
き
合
い
し
て
出
し

た
村
役
場
の
補
助
金
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。 

 

【
表
２
】
の
昭
和
二
十
年
（
一
九

四
五
）
四
月
十
八
日
に
「
マ
グ
サ
」

を
入
手
し
て
い
ま
す
。 

金額 内容 単価？

22円90銭 檜丸太 1本2円

11円32銭 杉柱五寸角 1本2円

13円92銭 杉柱四、五 1本2円

14円60銭 檜二ツ割四丁 2円

8円79銭 杉二ツ割三丁 2円

31円50銭

ボオトー九丁

カスガイ大八丁

太釘十一丁

ー

15円 家起人　青木組 ー

15円 大工３人へ ー

92円 裏ビサシ大工別請分十人工 ー

200円 本堂査定料金大工賃（役場へ） ー

194円40銭 家起シ鳶賃金 ー

54銭 各種釘代金 ー

15円 屋根葺一日 ー

5円 仝（屋根葺）手伝工人 ー

50円 瓦百枚 ー

10円58銭 大工賃金 ー

36円 左官三人工 ー

100円 杉皮七把代 ー

昭和20年6月3日

昭和21年1月

昭和20年1月28日

昭和20年2月1日

昭和20年3月9日

昭和20年4月4日

昭和20年5月5日

昭和20年5月20日

【表１】『仲光寺震災復興工事費用』修理材料費及人夫賃ノ部 
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こ
れ
は
、
は
じ
め
、「
馬
で
何
か
を
運
ん

だ
の
か
な
」
と
も
思
い
ま
し
た
が
、「
人
夫

ノ
□
〔
部 

カ
〕」
の
項
を
見
る
と
、「
四
月

十
八
日 

壁
塗
り
」
と
あ
っ
て
、「
左
官 

半

日 

二
人
」
と
、
壁
塗
り
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
か
ら
、
こ
の
マ
グ
サ
は
、
壁
塗
り
に
使
用

す
る
も
の
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

「
人
夫
ノ
部
」
に
は
復
興
作
業
の
人
工
が

書
か
れ
て
い
ま
す
。
試
み
に
半
人
工
、
半
日

働
き
の
も
の
を
「
〇
．
五
」
と
し
て
折
れ
線

グ
ラ
フ
を
作
成
し
て
み
る
と
（
上
に
掲
出
）、

作
業
に
よ
る
人
員
の
変
化
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。 

 

見
る
と
、
村
の
手
伝
い
の
人
が
多
く
、
地
域
の
お
寺
の
復
興
に
は
、
や
は
り
地
域

の
力
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。 

 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
二
月
十
日
の
条
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。 

 

（
前
略
） 

二
月
十
日 

村
ノ
人
達 

コ
マ
リ
造
リ 

十
人 

障
子
ハ
リ 

片
付
等 

（
後
略
）（3

7

） 

  

障
子
張
り
と
片
付
け
は
と
も
か
く
と
し
て
、「
コ

マ
リ
造
り
」
は
「
小
鞠
造
り
」
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

日
、
内
装
の
復
旧
を
一
気
に
進
め
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。 

 

内
容
は
前
後
し
ま
す
が
、「
食
事
ノ
部
」
を
見
る

と
、
大
工
さ
ん
な
ど
の
食
事
も
仲
光
寺
で
振
る
舞
っ

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
【
表
３
】。 

 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
一
月
三
十
日
条
「
牛

肉
」
の
横
に
「
配
給
」
と
あ
り
、
牛
肉
が
配
給
さ
れ

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
先
に
見
た
『
大
正
十
五
年

以
后
議
事
録
』
の
読
み
に
く
い
箇
所
は
や
は
り
「
牛
」

と
何
か
で
し
ょ
う
か
。 

 

品
目
を
見
る
と
、
塩
気
の
強
そ
う
な
も
の
ば
か
り

で
、
米
の
類
が
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
作
業
し
て

い
る
人
達
が
沢
庵
漬
け
ば
か
り
バ
リ
ボ
リ
食
べ
る 

品目 数量 どこから

タルキ棒（中古品）2間 12本 耕八

抜早板（中古品）9尺 30枚 耕八

抜板 3丁 耕八

厚イ板2間 1丁 耕八

タルキ棒9尺 1丁 耕八

折早板6尺 10枚 耕八

タルキ棒6尺 2本 耕八

杉皮 7把 田辺

釘4寸 200め 役場

釘3寸5分 300め 役場

釘5寸 300め 役場

貫2間 1本 耕八

貫6尺 2本 耕八

タルキ9尺 1本 耕八

タルキ2間 2本 耕八

マグサ6尺 2本 耕八

瓦　平 40枚 耕八

釘3寸5分 30本 静平

釘3寸5分 20本 源一郎

平瓦 60枚 耕八

昭和20年4月18日

昭和20年5月5日

昭和20年1月30日

昭和20年2月1日

【表２】『仲光寺震災復興工事費用』材料ノ借リ分 
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と
い
う
の
も
考
え
に
く
い
の
で
、
米
は
別
に
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
品
目
は
別
に
用
意

し
た
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
食
べ
物
の
記
事
を
見
る
と
、
関
東
大
水
害
の
と
き
の
築
地
本
願
寺
の
よ

う
に
、
お
寺
に
炊
き
出
し
の
拠
点
と
し
て
の
働
き
が
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
が

気
に
な
り
ま
す
が
、
現
時
点
で
は
ま
だ
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。 

 

五 

長
溝
の
場
合 

  

西
浅
羽
村
の
長
溝
は
、
昭
和
の
頃
の
公
文
書
綴
り
が
ま
と
ま
っ
て
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
昭
和
の
頃
の
こ
と
が
か
な
り
詳
し
く
わ
か
り
ま
す
。
全
体
で
千
通

以
上
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
全
て
を
翻
刻
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
の
で
、

本
書
に
は
そ
の
一
部
を
収
録
し
て
い
ま
す
。 

 

全
て
の
文
書
を
翻
刻
で
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
長
溝
の
場
合
、
震

災
後
の
割
と
早
い
時
期
に
行
わ
れ
た
の
は
、
ラ
ジ
オ
の
修
理
で
し
た
【
写
真
６
】。 

 

昭
和
二
十
年
二
月
五
日 磐

田
郡
西
浅
羽
村
役
場
（
印
） 

部
落
会
長 

殿 

ラ
ヂ
オ
受
信
機
修
理
ニ
関
ス
ル
件 

貴
部
内
ニ
於
テ
震
災
ニ
依
リ
ラ
ヂ
オ
受
信
機
ガ
故
障
ノ
為
現
在
聴
取
出
来
ヌ
者

有
レ

之
候
ニ
ハ
、
左
記
日
定
ニ
依
リ
修
理
致
□
可
其
ノ
筋
ヨ
リ
通
知
有
レ
之
候
条
、

其
旨
関
係
者
ニ
御
通
知
□
及
二

依
頼
一

候
也
。 

記 

修
理
実
施
期
間 

二
月
十
九
日
及
二
十
日 

二
日
間 

実
施
場
所 

 
 

上
浅
羽
村
中
部
配
電
散
宿
所 

実
施
要
項 

故
障
受
信
機
受
信
個
数
（
五
〇
ヶ
） 

但
シ
真
空
管
断
線
確
実
ナ
ル
モ
ノ
ハ
受
付
ヲ
ナ
サ
ズ
。 

故
障
受
信
機
ノ
修
理
ニ
当
リ
テ
ハ
原
則
ト
シ
テ
診
察
料
ヲ
徴
収
ス

ル
コ
ト
ヽ
セ
ル
モ
、
今
回
ニ
限
リ
特
ニ
徴
収
セ
ズ
。
其
ノ
他
修
理

料
金
ニ
ツ
イ
テ
ハ
『
逓
進
省
』
軍
需
省
公
示
価
格
ニ
依
ル
。（3

8

） 

  

震
災
に
よ
り
ラ
ジ
オ
受
信
機
が
故
障
し
た
た
め
に
、
現
在
聴
取
で
き
な
い
者
に
つ

い
て
は
、
左
記
日
程
に
よ
り
修
理
す
る
、
と
の
こ
と
で
す
。
但
し
書
き
に
よ
る
と
、
故

障
受
信
機
の
修
理
に
あ
た
っ
て
は
、
原
則
診
察
料
を
取
る
の
だ
が
、
今
回
は
取
ら
な

（
一
九
四
五
） 

（「
磐
田
郡
／
西
浅
羽
／
村
役
場
」） 

金額 食べ物 量 どこから

2円 人参 1貫200め 中村

2円 牛房 1貫め 村（一色村）

3円50銭 里芋 3貫500（め） 村（一色村）

1円 醤油 1升 長溝

2円 牛肉（配給） ー 宮藤（人名カ）

1円5銭 太葱 1貫500（め） 村（一色村）

1円40銭 沢庵漬 1貫500（め） 村（一色村）

4円 里芋 4貫め 村（一色村）

2円 味噌 550め 村（一色村）

1円 沢庵漬 500め 村（一色村）

70銭 太葱 1貫め 村（一色村）

1円 人参 500め 村（一色村）

2円 大豆 1升 村（一色村）

60銭 太根（大根） 2貫め 村（一色村）

55銭 切干とゴマ ー 村（一色村）

昭和20年1月30日

昭和20年3月1日

【表３】『仲光寺震災復興工事費用』食事ノ部 

（
抹
消
） 

〔
信
〕 
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い
、
と
あ
り
ま
す
。 

 

そ
の
他
の
修
理
料
（
受
信
機
以
外
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？
）
に
つ
い
て
は
、

軍
需
省
の
公
示
価
格
に
よ
る
、
と
の
こ
と
で
す
。 

 

軍
需
省
は
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
に
、
商
工
省
の
一
部
と
企
画
院
の
国
家
総

動
員
部
門
が
あ
わ
さ
っ
て
で
き
た
行
政
機
関
で
す
。
戦
後
は
商
工
省
に
戻
り
ま
し
た
。 

 

軍
需
省
主
導
で
、
無
料
で
急
ぎ
修
理
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、

当
時
ラ
ジ
オ
は
重
要
な
軍
事
物
資
で
し
た
。
詳
し
く
は
本
書
「
ラ
ジ
オ
」
の
項
を
御

参
照
く
だ
さ
い
。 

 

こ
の
修
理
に
際
し
て
、
ど
の
く
ら
い
の
人
が
ラ
ジ
オ
を
聴
い
て
い
る
の
か
（
受
信

機
を
所
持
し
て
い
る
の
か
）
と
い
う
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昭
和
二
十
年
（
一
九

四
五
）
三
月
十
二
日
付
け
「
西
役
号
外 

ラ
ヂ
ヲ
聴
取
者
調
査
依
頼
ノ
件
」
で
す
。 

 

（
天
裏
書
／
ペ
ン
／
九
〇
度
顛
倒
／
四
つ
折
り
に
し
て
表
に
宛
名
を
書
い
た
も
の
） 

 

「
『
至
急
』
『
至
急
』 

桒
原
政
太
郎
殿 

」 

 

西
役
号
外 

昭
和
二
十
年
三
月
十
二
日 

 

磐
田
郡
西
浅
羽
村
長
藤
原
操
平
（
印
） 

部
落
会
長
殿 

ラ
ヂ
ヲ
聴
取
者
調
査
依
頼
ノ

件 

貴
部
落
内
ニ
於
テ

ラ
ヂ
ヲ
ヲ

聴
取
致
シ

居
ル

者
ヲ
御
調
査
ノ

上
、
氏
名
記
入
ノ

上
、
来

ル
三
月
十
五
日
迄
ニ
当
役
場
ニ
御
提
出
相
煩
度
、
此
段
及
二

依
頼
一

候
也
。 

追
而
本
調
査
ハ
正
確
ヲ
期
セ
ラ
レ
度
、
又
、
現
在
震
災
ニ
依
リ
ラ
ヂ
ヲ

受
信
■
機
ヲ
イ
タ
メ
、
聴
取
致
シ
居
ラ
ザ
ル
者
モ
調
査
セ
ラ
レ
度
申
添

候
。（3

9

） 

  

文
書
は
、
四
つ
折
り
に
し
て
、
西
浅
羽
村
役
場
か
ら
各
部
落
（
こ
こ
で
は
具
体
的

に
は
長
溝
）
に
送
ら
れ
ま
し
た
。
四
つ
折
り
に
し
た
と
き
に
上
に
来
る
場
所
に
、
長

溝
部
落
会
長
の
「
桒
原
政
太
郎
」（
彼
が
当
時
部
落
会
長
だ
っ
た
こ
と
は
本
書
二
五
九

号
を
参
照
）
の
宛
名
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
脇
に
は
「
至
急
」
の
朱
印
が
二
つ
捺

さ
れ
て
い
て
、
こ
の
調
査
を
相
当
急
い
で
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

お
そ
ら
く
、
こ
の
調
査
に
対
す
る
回
答
で
あ
る
「
ラ
ジ
ヲ
所
有
者
」
を
見
る
と
、
当

時
長
溝
で
ラ
ジ
オ
を
所
有
し
て
い
た
の
は
七
人
だ
っ
た
よ
う
で
す
（4

0

）
。 

 

ま
た
、
西
浅
羽
村
で
は
、
震
災
で
壊
れ
た
台
秤
の
修
理
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

庶
乙
号
外 

昭
和
二
十
年
二
月
六
日 

 
 

 

西
浅
羽
村
長
（
印
） 

部
落
会
長
殿 

台
秤
修
理
ニ
関
ス
ル
件 

過
般
震
災
ニ
依
リ
台
秤
ノ
破
損
有
レ

之
候
バ
、
共
有
・
私
有
ヲ
問
ハ
ズ
至
急
御
届

ケ
出
デ
相
成
度
、
此
ノ
段
及
二

御
依
頼
一

候
。 

（
朱
印
） 

（
朱
印
） 

（
一
九
四
五
） 

（
一
九
四
五
） 

（「
静
岡
県
磐
／
田
郡
西
浅
羽
／
村
長
之
印
」） 

【写真６】「ラヂオ受信機修理ニ関スル件」 

（本書 281 号） 

（「
静
岡
県
磐
／
田
郡
西
浅
羽
／
村
長
之
印
」） 

〔×

■
〕 
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記 

一
、
睡
ノ
種
類 

一
、
秤
ノ
番
号 

一
、
使
用
者
氏
名 

一
、
八
日
十
二
時
迄
ニ
御
報
告
願
マ
ス
。（4

1

） 

  

ラ
ジ
オ
も
秤
も
、
私
的
に
持
っ
て
い
る
も
の
も
公
的
な
役
割
を
持
っ
て
い
た
よ
う

な
性
格
の
も
の
で
す
。
そ
う
し
た
公
共
物
・
半
公
共
物
の
修
理
を
優
先
し
た
の
で
し

ょ
う
。 

 

前
に
見
た
袋
井
町
の
史
料
や
上
浅
羽
村
の
史
料
も
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
全
体
的

に
、
震
災
に
か
か
る
修
理
や
配
給
は
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
二
月
頃
か
ら
始
ま

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
復
旧
の
来
援
は
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
の
内
に
来
て
い

ま
し
た
か
ら
、
そ
こ
に
少
し
時
間
差
が
あ
り
ま
す
。 

 

食
糧
の
配
給
に
つ
い
て
の
史
料
は
あ
ま
り
見
当
た
り
ま
せ
ん
。『
仲
光
寺
震
災
復
興

工
事
費
用
』
に
は
一
月
頃
に
配
給
が
あ
っ
た
と
い
う
記
事
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で

も
少
し
時
間
が
空
い
て
い
ま
す
。
震
災
に
際
し
て
は
、
食
糧
の
配
給
な
ど
は
行
わ
れ

な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
『
袋
井
町
震
災
史
』
や
『
仲
光
寺
震
災
復
興
工
事
費
用
』

か
ら
考
え
る
と
、
地
元
の
お
寺
や
そ
の
他
様
々
な
施
設
で
食
糧
を
持
っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
食
糧
を
出
し
て
い
た
の
か
と
思
い
ま
す
。 

西
浅
羽
村
の
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
四
月
九
日
付
け
「
庶
乙
号
外
」
を
見
る

と
、
食
糧
に
関
す
る
補
助
は
後
手
に
回
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
ま

す
【
写
真
７
】。 

 

庶
乙
号
外 

昭
和
二
十
年
四
月
九
日 

 
 
 

西
浅
羽
村
長
（
印
） 

各
部
落
会
長
殿 

去
ル
震
災
ニ
於
テ
部
落
又
ハ
隣
保
単
位
ニ
共
同
炊
事
実
施
ノ
事
実
有
レ

之
候
ハ

バ
、
明
十
日
午
前
中
ニ
御
申
出
相
成
度
、
此
ノ
段
及
二

御
依
頼
一

候
。（4

2

） 

  

震
災
に
際
し
て
、
部
落
ま
た
は
隣
保
で
共
同
炊
事
を
実
施
し
て
い
た
ら
報
告
を
、

と
の
こ
と
で
す
。 

 

さ
す
が
に
、
一
九
四
四
年
東
南
海
地
震
と
い
う
緊
急
時
に
、
調
査
だ
け
し
て
終
わ

り
と
い
う
、
現
場
の
邪
魔
に
し
か
な
ら
な
い
こ
と
は
し
な
い
と
信
じ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
行
わ
れ
た
共
同
炊
事
に
対
す
る
補
填
を
行
う
予
定
だ
、
と
解
釈
し
ま
し
ょ
う
。 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
四
月
九
日
で
こ
の
よ
う
な
調
査
を
行
っ
て
い
る
、
と

い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
、
共
同
炊
事
は
部
落
・
隣
保
に
任
せ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と

で
す
。
食
糧
品
は
な
か
な
か
都
合
が
付
か
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。 

 

今
回
見
た
史
料
か
ら
分
か
る
こ
と
を
簡
単
に
ま
と
め
ま
す
。 

 

一
九
四
四
年
東
南
海
地
震
の
復
興
は
、
各
地
か
ら
来
援
し
た
人
達
の
協
力
も
得
つ

つ
、
家
起
し→

片
付
け→

再
建
と
い
う
流
れ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

〔
錘
〕 

（
一
九
四
五
） 

（「
静
岡
県
磐
／
田
郡
西
浅
羽
／
村
長
之
印
」） 

【写真７】「庶乙号外」（本書 291 号） 
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寄
附
品
、
義
捐
金
も
各
地
か
ら
来
ま
し
た
が
、
食
料
、
衛
生
関
係
の
も
の
が
取
り

急
ぎ
配
ら
れ
た
よ
う
で
す
（4

3

）
。 

 
食
料
は
、
お
寺
や
有
志
な
ど
も
用
意
し
て
配
っ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
役
場
や
地

域
の
自
治
会
相
当
組
織
（
あ
る
い
は
そ
う
し
た
団
体
が
作
っ
た
災
害
対
応
委
員
会
の

よ
う
な
存
在
）
が
中
心
に
な
っ
て
、
様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
し
た
。
見
る
と
、

県
や
役
場
か
ら
補
助
金
も
出
て
い
た
よ
う
で
す
。 

 

た
だ
、
公
的
機
関
か
ら
の
食
糧
の
配
給
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）

四
月
ご
ろ
ま
で
う
ま
く
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
、
食
糧
面
の
対
応
は
後
手
に

回
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
地
域
の
お
寺
な
ど
が
食
糧
支
援
を
し
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
が
、
史
料
で
明
確
に
追
え
な
い
の
で
、

ま
だ
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

あ
ま
り
意
外
な
内
容
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
い
つ
で
も
史
料
に
よ
っ
て

裏
付
け
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
こ
う
し
て
確
認
し
て
み
た
次
第
で
す
。 

 

六 

届
か
な
か
っ
た
通
知 

  

最
後
に
、
印
象
深
い
史
料
を
見
て
終
わ
り
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
【
写
真
８
】
。 

 

（
受
付
印
） 

謹
啓
益
々
御
清
栄
奉
レ

賀
候
。 

陳
者
、
来
ル
十
二
月
八
日
ヨ
リ
仝
月
十
二
日
ニ
至
ル
五
日
間
ニ
於
テ
、
大
東
亜

戦
争
三
週
年
米
英
撃
摧
祈
願
祭
各
神
社
ニ
於
テ
執
行
相
成
候
ニ
就
テ
ハ
、
此
間

ニ
於
テ
指
定
村
社
以
上
ノ
神
社
ニ
ハ
、
県
或
ハ
大
政
翼
賛
会
ヨ
リ
玉
串
料
奉
献

有
レ

之
候
ヘ
共
、
普
通
村
社
ニ
ハ
此
事
無
レ

之
ハ
遺
憾
ニ
付
、
貴
町
村
或
ハ
貴
町

村
翼
賛
会
支
部
ニ
於
テ
、
適
宜
御
奉
献
方
御
高
配
被
レ

下
候
ハ
ヾ
、
斯
道
ノ
為
幸

ト
存
候
間
、
可
レ

然
御
取
計
ヒ
被
レ

下
度
、
此
段
得
二

貴
意
一

候
。 

 

拝
具 

昭
和
十
九
年
十
二
月
『
七
』
日 

神
祇
会
周
智
郡
会
長
松
浦
敬
一
（
印
） 

『
久
努
西
村
長
』
殿
（4

4

） 

  

こ
れ
は
、「
国
幣
小
社
小
國
神
社
」
と
印
刷
さ
れ
た
罫
紙
に
書
か
れ
て
い
て
、
森
町

の
小
國
神
社
か
ら
久
努
西
村
に
出
さ
れ
た
も
の
だ
と
分
か
り
ま
す
。 

 

日
付
は
十
二
月
七
日
で
、
そ
の
日
に
出
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
が
、
受
付
印

を
見
る
と
、
久
努
西
村
役
場
は
、
十
二
月
十
七
日
に
こ
の
文
書
を
受
け
取
っ
た
よ
う

で
す
。 

 

内
容
は
、
十
二
月
八
日
か
ら
十
二
月
十
二
日
ま
で
の
五
日
間
、「
大
東
亜
戦
争
三
週

年
米
英
撃
摧
祈
願
祭
」
を
行
う
、
と
い
う
も
の
で
す
。 

 

文
書
が
届
い
た
の
は
十
七
日
で
す
か
ら
、「
大
東
亜
戦
争
三
週
年
米
英
撃
摧
祈
願
祭
」

は
、
予
定
通
り
に
執
行
で
き
た
の
な
ら
、
届
い
た
と
き
に
は
終
わ
っ
て
い
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

 

言
う
ま
で
も
な
く
、
十
二
月
七
日
は
、
一
九
四
四
年
東
南
海
地
震
が
発
生
し
た
日

で
す
。「
大
東
亜
戦
争
三
週
年
米
英
撃
摧
祈
願
祭
」
は
執
行
さ
れ
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。 

 

十
二
月
八
日
か
ら
の
「
大
東
亜
戦
争
三
週
年
米
英
撃
摧
祈
願
祭
」
の
通
知
を
七
日

に
出
し
て
い
る
の
で
、
本
来
は
翌
日
に
届
く
と
思
っ
て
発
送
し
た
の
で
し
ょ
う
。 

「
大
東
亜
戦
争
三
週
年
米
英
撃
摧
祈
願
祭
」
が
、
一
九
四
四
年
東
南
海
地
震
に
よ

っ
て
執
行
さ
れ
な
か
っ
た
。
偶
然
で
す
が
、
な
ん
と
も
象
徴
的
な
出
来
事
の
よ
う
に

思
い
ま
す
。 

 
 

（
墨
書
） 

（
墨
書
） 

〔×

九
〕 

（
一
九
四
四
） 

（「
周
智
郡
久
努
西
村
役
場
／
受
付
／
昭
和
19
．
12
／
17
」） 
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【写真８】〔大東亜戦争三週年米英撃摧祈願祭玉串奉献につき〕（本書 275 号） 

右は受付印を抜き出し方向を修正した拡大写真 
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（1

） 

中
央
防
災
会
議
災
害
教
訓
の
継
承
に
関
す
る
専
門
調
査
会
『
１
９
４
４
東
南

海
・
１
９
４
５
三
河
地
震
報
告
書
』（
二
〇
〇
七
年
）
一
頁
。 

（2

） 
『
１
９
４
４
東
南
海
・
１
９
４
５
三
河
地
震
報
告
書
』
（
前
掲
注
１
参
照
）
一

頁
。 

（3

） 

『
１
９
４
４
東
南
海
・
１
９
４
５
三
河
地
震
報
告
書
』
（
前
掲
注
１
参
照
）
一

頁
。
「
広
義
の
余
震
」
に
つ
い
て
は
同
書
六
頁
。 

（4

） 

『
１
９
４
４
東
南
海
・
１
９
４
５
三
河
地
震
報
告
書
』
（
前
掲
注
１
参
照
）
九

頁
。
ま
た
、
東
南
海
地
震
記
録
編
集
委
員
会
編
『
昭
和
19
年 

東
南
海
地
震
の
記

録
』
（
静
岡
県
中
遠
振
興
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
二
年
）
一
八
頁
。 

武
村
雅
之
「
１
９
４
４
年
東
南
海
地
震
の
被
害
と
教
訓
」
（『
日
本
地
震
工
学
会

誌
』
二
二
、
二
〇
一
四
年
）
、
武
村
雅
之
・
虎
谷
健
司
「
１
９
４
４
年
12
月
７
日

東
南
海
地
震
の
被
害
統
計
資
料
の
再
整
理―

震
度
分
布
と
被
害
の
特
徴―

」（『
中

部
「
歴
史
地
震
」
研
究
年
報
』
２
、
二
〇
一
四
年
）
な
ど
で
一
九
四
四
年
東
南
海

地
震
の
再
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
ひ
と
ま
ず
、
本
稿
で
は
、
右
の
二
書
の
数

値
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。 

（5

） 

『
１
９
４
４
東
南
海
・
１
９
４
５
三
河
地
震
報
告
書
』
（
前
掲
注
１
参
照
）
一

〇
頁
。 

（6

） 

『
１
９
４
４
東
南
海
・
１
９
４
５
三
河
地
震
報
告
書
』
（
前
掲
注
１
参
照
）
一

六
頁
。 

（7

） 

『
１
９
４
４
東
南
海
・
１
９
４
５
三
河
地
震
報
告
書
』
（
前
掲
注
１
参
照
）
二

三
頁
。 

（8

） 

山
下
文
男
『
戦
時
報
道
管
制
下 

隠
さ
れ
た
大
地
震
・
津
波
』（
新
日
本
出
版

社
、
一
九
八
六
年
）
。
『
１
９
４
４
東
南
海
・
１
９
４
５
三
河
地
震
報
告
書
』（
前

掲
注
１
参
照
）
一
六
頁
。 

（9

） 

青
島
晃
・
土
屋
光
永
・
野
嶋
宏
二
・
松
井
孝
友
「
１
９
４
４
年
東
南
海
地
震
に

よ
る
静
岡
県
西
部
地
域
の
軍
需
工
場
の
被
害
」（
『
歴
史
地
震
』
第
34
号
、
二
〇
一

九
年
）
。 

（1
0

） 

証
言
を
集
め
た
も
の
や
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
東

南
海
地
震
記
録
編
集
委
員
会
編
『
昭
和
19
年 

東
南
海
地
震
の
記
録
』（
前
掲
注

２
参
照
）
、
山
下
文
男
『
戦
時
報
道
管
制
下 

隠
さ
れ
た
大
地
震
・
津
波
』（
前
掲

注
６
参
照
）
、
青
島
晃
・
土
屋
光
永
・
中
野
幸
子
・
野
嶋
宏
二
・
松
井
孝
友
「
１

９
４
４
年
東
南
海
地
震
に
よ
り
発
生
し
静
岡
県
西
部
地
方
と
三
重
県
南
部
地
方
で

記
録
さ
れ
た
地
鳴
り
の
方
向
性
」
（『
歴
史
地
震
』
第
20
号
、
二
〇
〇
五
年
）、
川

窪
広
明
「
１
９
４
４
年
の
東
南
海
地
震
と
津
波
の
体
験
談
に
見
る
被
災
者
の
避
難

行
動
」（『
大
手
前
大
学
論
集
』
第
15
号
、
二
〇
一
四
年
）、
青
島
晃
・
土
屋
光

永
・
中
野
幸
子
・
野
嶋
宏
二
・
松
井
孝
友
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
基
づ
く
１
９
４

４
年
東
南
海
地
震
に
よ
る
静
岡
県
太
田
川
低
地
の
噴
水
・
噴
砂
発
生
地
点
と
そ
の

地
形
・
地
盤
条
件
」（『
歴
史
地
震
』
第
36
号
、
二
〇
二
一
年
）
な
ど
。 

ま
た
、
当
時
の
報
告
書
を
も
と
に
調
査
を
行
っ
た
も
の
に
羽
島
徳
太
郎
「
１
９

４
４
年
東
南
海
地
震
津
波
の
目
視
観
測
記
録―

東
大
地
震
研
究
所
の
通
信
調
査
報

告
か
ら
」（『
津
波
工
学
研
究
報
告
』
第
22
号
、
二
〇
〇
五
年
）
が
あ
る
。 

（1
1

） 

『
１
９
４
４
東
南
海
・
１
９
４
５
三
河
地
震
報
告
書
』（
前
掲
注
１
参
照
）
三

五
頁
。 

（1
2

） 

『
１
９
４
４
東
南
海
・
１
９
４
５
三
河
地
震
報
告
書
』（
前
掲
注
１
参
照
）
三

七
頁
。 

（1
3

） 

『
１
９
４
４
東
南
海
・
１
９
４
５
三
河
地
震
報
告
書
』（
前
掲
注
１
参
照
）
三

八
頁
。 

（1
4

） 

『
袋
井
町
震
災
誌
』（
袋
井
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
袋
井
市
史 

史
料
編
四 

近

代
現
代
』（
袋
井
市
、
一
九
八
三
）
一
三
四
号
、
二
六
五
頁
。 

（1
5

） 

『
袋
井
町
震
災
誌
』
前
掲
注
14
参
照
、
二
六
五―

二
六
六
頁
。 

（1
6

） 

『
袋
井
町
震
災
誌
』
前
掲
注
14
参
照
、
二
七
一
頁
。 

（1
7

） 

『
袋
井
町
震
災
誌
』
前
掲
注
14
参
照
、
二
七
一
頁
。 

（1
8

） 

『
袋
井
町
震
災
誌
』
前
掲
注
14
参
照
、
二
六
六
頁
。 

（1
9

） 

『
袋
井
町
震
災
誌
』
前
掲
注
14
参
照
、
二
六
八
頁
。 

（2
0

） 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
五
月
二
十
九
日
付
け
「
磐
總
第
五
二
八
号 

償

還
年
次
表
送
付
方
ノ
件
」（
袋
井
町
近
代
役
場
文
書
②
八
四
六
）
本
書
二
九
七

号
。
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
六
月
一
日
付
け
「
監
資
第
一
二
〇
号 

昭
和
二

十
年
度
災
害
関
係
資
金
割
当
ニ
関
ス
ル
件
」（
袋
井
町
近
代
役
場
文
書
②
八
四

七
）、
縦2

6
0
m

m
×

横1
8
3
m

m
×

厚1
m

m

、
本
書
に
は
ま
だ
収
録
で
き
て
い

な
い
。 

（2
1

） 
『
大
正
十
五
年
以
后
議
事
録
』（
浅
羽
自
治
会
文
書
一
一
）
昭
和
十
九
年
（
一

九
四
四
）
十
二
月
七
日
条
。
本
書
二
七
四
号
。 

（2
2

） 

『
大
正
十
五
年
以
后
議
事
録
』（
浅
羽
自
治
会
文
書
一
一
）
昭
和
十
九
年
（
一

九
四
四
）
十
二
月
十
七
日
条
・
同
十
二
月
二
十
三
日
条
。
本
書
二
七
六
・
二
七
八

号
。 

（2
3

） 

な
お
、『
大
正
十
五
年
以
后
議
事
録
』
に
使
用
さ
れ
て
い
る
罫
紙
に
は
、
様
々
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な
印
刷
業
者
の
名
前
が
印
字
さ
れ
て
い
る
の
で
、
紙
の
仕
入
れ
先
は
一
定
で
は
な

か
っ
た
ら
し
い
。 

（2
4

） 
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
『
震
災
記
録
』
（
浅
羽
自
治
会
文
書
六
九
〇
）。

綴
、
「
日
本
標
準
規
格
版
」
罫
紙
使
用
、
罫
紙
を
も
と
の
綴
り
の
ま
ま
製
本
。
縦

2
5
2
m

m
×

横1
7
9
m

m
×

厚3
m

m

。
表
紙
に
は
「
十
一
月
」
と
あ
る
が
、
内
容

は
十
二
月
十
七
日
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
で
、
表
紙
の
月
は
「
十
二
月
」
の
誤
り

で
は
な
い
か
と
思
う
。 

（2
5

） 

予
習
不
要
の
古
文
書
講
座
二
〇
二
三
年
一
月
十
一
日
質
疑
応
答
に
て
ご
教
示

い
た
だ
い
た
。 

（2
6

） 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
『
震
災
記
録
』
（
浅
羽
自
治
会
文
書
六
九
〇
）。
前

掲
注
24
参
照
。 

（2
7

） 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
一
月
以
降
記
録
『
震
災
後
袋
井
ヨ
リ
材
木
運
搬

人
員
』（
浅
羽
自
治
会
文
書
六
九
二
）
。
本
書
二
九
九
号
。 

（2
8

） 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
三
月
三
十
一
日
付
け
「
庶
乙
第
二
六
号 

震
災

復
旧
用
鍋
釜
配
給
ノ
件
」（
浅
羽
自
治
会
文
書
六
九
三
）。
本
書
二
八
九
号
。 

（2
9

） 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
四
月
二
十
六
日
付
け
「
庶
乙
第
五
一
号 

災
害

復
旧
用
風
呂
釜
配
給
ノ
件
」
（
浅
羽
自
治
会
文
書
六
九
四
）
。
本
書
二
九
六
号
。 

（3
0

） 

土
田
宏
成
『
災
害
の
日
本
近
代
史 

大
凶
作
、
風
水
害
、
噴
火
、
関
東
大
震

災
と
国
際
関
係
』
（
中
公
新
書
、
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
二
三
年
）
八
七―

九
五

頁
。 

（3
1

） 

浅
羽
常
設
委
員
『
議
事
録
』
（
浅
羽
自
治
会
文
書
五
）
大
正
三
年
（
一
九
一

四
）
四
月
十
六
日
条
。
竪
帳
。
罫
紙
使
用
。
縦2

3
5
m

m
×

横1
7
0
m

m
 
×

厚
5
m

m

。
本
書
に
収
録
せ
ず
。 

（3
2

） 

（
昭
和
二
十
年
〈
一
九
四
五
〉
二
月
頃
） 

浅
羽
常
設
委
員
「
震
災
見
舞
金
寄

附
者
芳
名
簿
」（
浅
羽
自
治
会
文
書
六
九
八
）。
本
書
三
一
一
号
。 

（3
3

） 

（
昭
和
十
九
年
～
二
十
年
） 

浅
羽
常
設
委
員
「
震
災
見
舞
金
及
罹
災
救
助
金

配
分
表
」
（
浅
羽
自
治
会
文
書
六
九
九
）
。
本
書
三
一
二
号
。 

（3
4

） 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
） 

浅
羽
常
設
委
員
『
昭
和
十
七
年
四
月 

土
木
費

出
納
簿
』
（
浅
羽
自
治
会
文
書
四
一
〇
）
。
本
書
三
一
三
号
。 

（3
5

） 

磐
南
文
化
協
会
編
『
磐
南
の
寺
院―

磐
田
市
・
袋
井
市
の
お
寺
』（
二
〇
一
七

年
）
二
一
五
頁
。 

（3
6

） 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）―

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）『
仲
光
寺
震
災

復
興
工
事
費
用
』
（
浅
羽
一
色
自
治
会
文
書
近
代
四
七
二
）
。
本
書
三
二
五
号
。 

（3
7

） 

『
仲
光
寺
震
災
復
興
工
事
費
用
』
本
書
三
二
五
号
。
前
掲
注
36
参
照
。 

（3
8

） 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
二
月
五
日
付
け
「
ラ
ヂ
オ
受
信
機
修
理
ニ
関
ス

ル
件
」（『
昭
和
二
十
年
四
月 

参
考
書
綴 

拾
九
年
度
後
半
期
分
』
長
溝
自
治
会

文
書
近
代
一
七
の
内
）。
本
書
二
八
一
号
。 

（3
9

） 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
三
月
十
二
日
付
け
「
西
役
号
外 

ラ
ヂ
ヲ
聴
取

者
調
査
依
頼
ノ
件
」（『
参
考
書
綴 

拾
九
年
度
後
半
期
分
』
長
溝
自
治
会
文
書
近

代
一
七
の
内
）。
本
書
二
八
六
号
。 

（4
0

） 

（
昭
和
二
十
年
〈
一
九
四
五
〉
三
月
十
二
日
頃
）「
ラ
ジ
ヲ
所
有
者
」（『
参
考

書
綴 

拾
九
年
度
後
半
期
分
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
七
の
内
）。
本
書
二
八

七
号
。 

（4
1

） 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
二
月
六
日
付
け
「
庶
乙
号
外 

台
秤
修
理
ニ
関

ス
ル
件
」（『
参
考
書
綴 

拾
九
年
度
後
半
期
分
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
七
の

内
）
。
本
書
二
八
二
号
。 

（4
2

） 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
四
月
九
日
付
け
「
庶
乙
号
外
」（『
参
考
書
綴 

拾
九
年
度
後
半
期
分
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
七
の
内
）。
本
書
二
九
一
号
。 

（4
3

） 

今
回
紹
介
し
た
も
の
の
他
、
西
浅
羽
村
に
は
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）

四
月
十
一
日
に
、
震
災
復
興
の
た
め
に
風
呂
釜
を
配
給
し
た
史
料
が
あ
る
。 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
四
月
十
一
日
付
け
「
西
配
第
六
号 

□
風
呂
釜
配
給

ニ
関
ス
ル
件
」（『
参
考
書
綴 

拾
九
年
度
後
半
期
分
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一

七
の
内
）。
本
書
二
九
三
号
。 

文
面
に
乱
れ
が
あ
り
、
震
災
後
の
混
乱
を
よ
く
伝
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

が
、
あ
ま
り
に
文
面
が
乱
れ
て
い
て
、
よ
く
分
か
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
引
用
は
し
な
か
っ
た
。 

（4
4

） 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
十
二
月
七
日
付
け
〔
大
東
亜
戦
争
三
週
年
米
英

撃
摧
祈
願
祭
玉
串
奉
献
に
つ
き
〕（
久
努
西
村
役
場
文
書
宗
教
五
四
二
）
。
本
書
二

七
五
号
。 
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